
 
 

平成 26 年 10 月 31 日現在 
 

 

別記様式1 
主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

開設学部（学科）名〔工学部 第三類（化学・バイオ・プロセス系）〕 

プログラムの名称（和文） 

         

（英文） 

 応用化学プログラム 

 Applied Chemistry 

１． 取得できる学位 

学士（工学） 

２． 概要 

 理学の目的が「真理の探求」であるのに対し，工学の目的は「具現化の探求」にある。応用化学は，人  

類の夢（アイデア）や社会の要請（ニーズ）から創出が望まれている優れた性質・機能を有する新しい物  

質を，化学反応の力を駆使して，現実のものとするための体系を扱う学問分野である。 

 応用化学プログラムでは，化学を中心とする数学，物理学，生物学などの基礎学問の確実な習得の上に，  

新しい物質を創出するために必要とされる色々な解決能力の育成を第一の学習･教育目標としている。ここ  

でいう解決能力には  

１）社会や自然への影響を十分配慮しながら，化学反応の知識を駆使して，目的とする新しい物質の       

分子設計（分子の形のデザイン）を行う能力 

２）化学反応や実験法に関する知識を活用して，目的とする新しい物質を実際に合成する能力 

３）得られた物質の構造を詳しく調べ，分子の構造を解析する能力 

４）得られた物質の物理的・化学的性質や環境への影響を正確に評価する能力が含まれている。 

 また，本プログラムの修了生が実社会で十分活躍できるよう，技術者の社会的責任を理解する能力，英   

語能力，読解能力，文章作成能力，発表能力，交渉能力などのコミュニケーション能力や地球的視野から  

物事を多面的に考察する能力，卒業単位取得のみで満足することなく継続的に自己啓発を続ける能力，単 

なる知識の習得ではなく，これら知識の枠を超えた発想力の育成なども学習･教育目標としている。卒業生

の多くは，博士課程前期（修士課程）に進学するが，大学院教育との繋がりも十分配慮してある。 

 本プログラムの卒業生は化学・繊維・医薬などの化学系企業を中心に電気・機械・金属・環境関連など   

の多彩な産業分野に就職し，本プログラムで習得した諸能力を活用して，国内外で活躍している。 

３． ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標） 

 応用化学プログラムでは、専門職の化学技術者としての基礎知識、技能、態度を修得し、さらには科学  

的思考力と創造性を発揮しうる人材を養成する。 

 そのため，本プログラムでは，以下の能力を身につけ，教育課程の定める基準となる単位数を修得した   

学生に「学士（工学）」を授与する。 

 本プログラムでは，以下の(Ka)～(Ko)を到達目標として掲げている。プログラムへの登録から卒業まで

において，応用化学に関する専門知識だけでなく，クリエーティブな発想力やコミュニケーション能力な

どを含めて，技術者・研究者として必要不可欠な基盤を養成することが，本プログラムの到達目標である。 
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 （Ka）確実な基礎知識を身につけている 

 （Ki）技術者としての社会的責任を果たす資質を身につけている 

 （Ku）クリエーティブな発想力とデザイン能力を身につけている 

 （Ke）継続的自己啓発を行い、研究者・技術者として自立している 

 （Ko）コミュニケーション能力と国際的センスを身につけている 

(Ka)～(Ko)の到達目標は，各目標ごとに設定された授業科目を修得することで達成される。到達目標の詳

細な内容は以下に示すとおりである。 

 

 （Ka）確実な基礎知識を身につけている 

   教養教育と専門教育において，幅広い基礎知識および化学に関する専門基礎知識，さらに応用化学に   

  関する高度な専門知識を学び，これらの知識に裏付けられた論理的思考に基づく構想力を修得する。 

 （Ki）技術者としての社会的責任を果たす資質を身につけている 

 研究・技術を通して社会に貢献するために，研究者・技術者の責任をはたすことができるような資質   

を身につける。このために，技術と技術が社会に及ぼす効果などに対する理解力を養うとともに，技術  

の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識とそれを地球的な視点から活用していく判断能力

の修得を目標とする。 

 （Ku）クリエーティブな発想力とデザイン能力を身につけている 

 修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様な問題を解決できるように，クリエーティブな

発想力を身に付ける。また，研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮するために，社会的に   

認められる倫理感，研究・開発のデザイン能力も身につける。 

 （Ke）継続的自己啓発を行い、研究者・技術者として自立している 

 自主的，継続的な学習能力とともに，情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果および成果

の解析・理解などに関して，自立した研究者あるいは技術者としてみずから工夫して積極的に取り組み，

問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢を修得する。 

 （Ko）コミュニケーション能力と国際的センスを身につけている 

   日本語による論理的な記述・発表・討論能力，および国際的視野で情報を収集・発信できる能力を養  

  う。同時に地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センスを身につける。 

４． カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

本プログラムの到達目標を達成するためには，基礎的な学力・知識を教養教育科目において習得したう

えで，工学及び化学の専門分野を学習する必要があるが，本プログラムでは，2 年次前期までに教養教育 

科目を履修し，2 年次後期のプログラム配属以降，専門科目を履修するカリキュラムとなっている。 

 さらに本カリキュラムの特徴的な点は，第三類として共通性の高い基礎的な専門科目を「専門基礎科目」  

として分類し，入学直後の1 年次前期から履修させていることである。新入生にも専門基礎科目を履修さ 

せることで，自らの専門分野への意識と学習の動機を高める効果があると同時に，応用化学以外のプログ

ラム（化学工学プログラム，生物工学プログラム）の教員が担当する講義を履修することで周辺分野の知

識と興味を涵養できることも期待される。 

教養教育科目，および専門科目から構成されるプログラム体系は，別紙4に詳述されている。 

５． 開始時期・受入条件 

○ プログラムの開始時期  

 2年次後期 



 

 

 第三類では，化学，バイオおよびプロセスに関する分野を有機的に統合した特色のある教育を行って

いる。具体的には，新しい機能性物質や材料の開発，動植物・微生物のバイオテクノロジー，化学プロ

セスの設計と制御，環境保全・浄化や資源・エネルギーの開発などに関する幅広い基礎知識と，高度な

専門知識・技術を調和よく身につけた人材を育成することを教育目的としている。これを達成するため

に，共通の幅広い専門基礎教育の上に化学，バイオおよびプロセスに関する専門教育をそれぞれ行う応

用化学プログラム，生物工学プログラムおよび化学工学プログラムの3つのプログラムが用意されてい

る。第三類では，これら3つのプログラムへの登録を2年次後期とすることで，幅広い専門基礎知識を習

得しながら自分に合った専門分野，すなわちプログラムが選択できるよう配慮されている。 

○ 既修得要件  

 各プログラムに配属されるためには，専門基礎科目の中の必修科目（基礎化学実験及び技術英語演習

を除く）合計16単位の全てを修得し，かつ，総計60単位（教養教育科目を含む）以上を修得しなければ

ならない。 

○ プログラム定員 

 受入上限数がある。応用化学プログラム，生物工学プログラムおよび化学工学プログラムへの配属は，

本人の希望，成績を考慮して決められる。 

６． 取得可能な資格 

・高等学校教諭一種免許状（工業）（「職業指導」，「総合演習」および所定の「教養的教育科目」を   

 修得すれば，卒業と同時に高等学校教諭一種免許状（工業）を取得できる。） 

・安全管理者（工学部卒業生で３年以上産業安全の実務経験のあるもの。） 

・ボイラー取扱主任者（工学部卒業生で，在学中ボイラーに関する学科を修得したもので，卒業後ボイ 

 ラーの取扱いについて1年以上または2年以上実地研修を得たものはそれぞれ1級ボイラー技士試験ま  

 たは特級ボイラー技士試験を受験できる。） 

・危険物取扱者（当プログラム卒業生で卒業後半年以上実務経験を経たものは甲種危険物取扱者試験を 

 受験できる。） 

・毒物取扱責任者（当プログラム卒業生は有資格者となる。） 

７． 授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙１の履修表を参照すること。（履修表を添付する。） 

※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

８．学習の成果 

 各学期末に，学習の成果の評価項目ごとに，評価基準を示し，達成水準を明示する。 

 各評価項目に対応した科目の成績評価をS=4，A=3，B=2，C=1と数値に変換した上で，加重値を加味

し算出した評価基準値に基づき，入学してからその学期までの学習の成果を「極めて優秀(Excellent)」，

「優秀(Very Good)」，「良好(Good)」の３段階で示す。 

 

成績評価 数値変換 

Ｓ（秀：90点以上） ４ 

Ａ（優：80～89点） ３ 

Ｂ（良：70～79点） ２ 

Ｃ（可：60～69点） １ 

学習の成果 評価基準値 

極めて優秀(Excellent) 3.00～4.00 

優秀(Very Good) 2.00～2.99 

良好(Good) 1.00～1.99 



 

 

 

※別紙２の評価項目と評価基準との関係を参照すること。 

   ※別紙３の評価項目と授業科目との関係を参照すること。 

   ※別紙４のカリキュラムマップを参照すること。 

９．卒業論文（卒業研究）(位置づけ，配属方法，時期等) 

 ○ 位置付け 

  卒業論文は，本教育プログラムの到達目標である 

 （Ka）確実な基礎知識を身につけている 

 （Ki）技術者としての社会的責任を果たす資質を身につけている 

 （Ku）クリエーティブな発想力とデザイン能力を身につけている 

 （Ke）継続的自己啓発を行い、研究者・技術者として自立している 

 （Ko）コミュニケーション能力と国際的センスを身につけている 

 を達成するための主要な科目として位置づけられている。 

 具体的な目標は以下のとおりである。 

(1) 与えられた研究テーマに関する文献・資料（英文のものを含む）を収集・解析し，研究の目的・意義を  

理解する。(Ka)(Ki)(Ko) 

 (2)具体的な目標を設定し，研究計画をデザインする。(Ka)(Ku) 

 (3)基礎化学および専門技術に関する知識を基に，研究の過程で得られるデータを解析・考察する。(Ka) 

 (4)目的達成のための問題点を把握して，新たな目標・計画を適切に設定する。(Ka)(Ku)(Ke) 

 (5)研究成果が社会や自然や学術に与える影響・重要性を多面的な視野から考察する。(Ki) 

 (6)研究成果を整理し，論理的に記述する。(Ka)(Ko) 

 (7)研究成果を口頭で分かりやすく発表でき，討論に際して自分の意見を的確に述べる。(Ko) 

 ○ 配属時期と配属方法 

 配属時期：4学年開始時（ただし,以下の「卒業研究着手条件」を満たすものを対象とする） 

 卒業論文着手条件 

 (1) 外国語8単位および履修すべき実験科目（基盤科目の実験も含む）を全て履修していること。 

 (2) 修得総単位数が115単位以上であり，そのうち専門基礎科目と専門科目を合計した修得単位数が65単位   

 以上であること。 

 ○ 配属方法 

 配属予定の各研究室の研究内容については「応用化学概論」の講義および配属に関する説明会で周知す

る。さらに各研究室の受け入れ可能数を示したのち，卒業論文着手可能者の希望にしたがって配属する。

ただし，受け入れ可能数があるので，調整をする場合がある。 

 ○ 指導方法 

  指導教員によって異なるが，概ね以下のように進める。 

 (1)研究テーマを設定し，これに関する文献・資料の調査などを経て研究計画を立案する。 

 (2)研究を実施する。この間，随時教員による個別指導を受けるほか，研究報告会を定期的に行う。 

 (3)卒業論文を作成する。 

 (4)卒業論文発表を行う。 

 (5)ゼミ形式での英文図書の輪読，論文の抄録紹介を行う。 

１０．責任体制 



 

 

（１）ＰＤＣＡ責任体制（計画(Plan)・実施(Do)・評価 (Check)・改善 (Action)） 

 本プログラムでは，担当教員から成る応用化学プログラム検討委員会（以下プログラム検討委員会），   

その下部組織である科目間連絡会議を組織し，それぞれの所掌事項について，計画，実施，評価検討，対

処に取組んでいる。例えば，プログラム検討委員会においては，教育プログラムが円滑に進む（Do）よう

に，学習・教育目標達成度や教育システム（教育手段，教育環境など）を点検・評価し（Check），教育

改善を提案し（Action），これに基づく学習・教育の量を含む学習・教育目標を作成する（Plan），PDCA

の改善のループを構築している。この委員会のなかにPD部会とCA部会の二つの部会を設置し，正副部会

長をおいて責任体制を明確にするとともに，それぞれが連携してPDCAサイクルが円滑に機能するよう組

織されている。申すまでもなくこのプログラムは，教育プログラム検討委員会委員長を中心に担当教員全

員が協力して進めていく体制になっている。 

（２）プログラムの評価 

 ○ プログラム評価の観点 

 ・学習・教育目標達成度の評価結果に基づいて，プログラムを点検できる教育点検システムが存在し，そ   

  の仕組みが開示されているか。さらに，それに関する活動が実施されているか。 

 ・教育点検システムは，社会の要求や学生の要望にも配慮する仕組みを含み，また，教育点検システム自  

  体の機能も点検できるように構成されているか。 

 ・教育点検システムを構成する会議や委員会等の記録を当該プログラムに関わる教員が閲覧できるよう   

  になっているか。 

 ・教育点検の結果に基づいて，プログラムを継続的に改善するシステムがあり，それに関する活動が実施  

  されているか。 

 ○ プログラム評価の実施方法（授業評価との関連も記載） 

 プログラム検討委員会が中心になってプログラムの評価・改善を行っている。プログラム評価として，   

応用化学プログラム卒業生による外部評価および学生による授業や教育環境のアンケートの実施を行っ

ている。 

 具体的なプログラムの評価・改善のための組織および改善の流れは以下の通りである。プログラム検討

委員会において，学習・教育目標の妥当性の検討，学習・教育目標の達成度評価を行う。本委員会におい

て応用化学プログラム卒業生による外部評価および学生による授業や教育環境のアンケートを行い，これ

らの評価，アンケート結果をもとに教育全体の点検を行っている。学習・教育目標の妥当性や教育環境等

を点検の上，さらに授業科目，内容等の改善が必要と認められる場合改善方法を提案する。第三類は応用

化学，化学工学，生物工学の３プログラムから成っており，３プログラムに共通の科目がある。これら共

通科目に関して点検，改善が必要と考えられる場合，第三類カリキュラム検討委員会に提案し，点検，検

討が行われる。 

 また非常勤講師，旧在職者等による授業科目，授業内容等に関する外部評価を行い，これらを参考に授 

業科目，授業内容が適切かどうかの基本的な点検を行い，改善方法を立案する。さらに詳細な授業科目間  

の調整や内容の検討・改善が必要な場合，有機系，無機・物化系，学生実験系，教養教育系の各専門科目

間連絡会議での検討を要請する。各専門科目間連絡会議ではそれぞれの専門群において授業科目や授業内

容の具体的な改善策を立てる。一方，科目間連絡会議で立てられた具体的な改善案は，プログラム検討委

員会に対して提案される。プログラム検討委員会では，これらの改善案に基づいて学習・教育目標も含め

た総合的な改善策を策定する。応用化学教室会議においてこの改善策が決定され，実施が行われるシステ

ムが構築されている。学生による授業の評価に関して，本工学部では自己点検・評価委員会により1993年



 

 

度より継続的に授業アンケートが行われており，各教員に担当授業の評価結果が知らされ，教員による授

業内容や方法の改善が求められている。 

 ○ 学生へのフィードバックの考え方とその方法 

 本プログラムでは，本学で採用しているチューター制度をさらに発展させ，チューターを通して学生か 

らの要望を聞きそれを本プログラムの改善に反映させている。また，学生による授業アンケート結果に基

づき科目担当教員に授業の改善・工夫を求めることにより，学生の要望に対応した授業の改善を行ってい

る。 

 



◎必修（履修時期指定）

○選択必修（いずれかで履修）

前 後 前 後 前 後 前 後

2 教養ゼミ 2 必修 ◎

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定された１パッケージから
3科目

2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 △

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 △

コミュニケーションⅠＡ 1 ◎

コミュニケーションⅠＢ 1 ◎

コミュニケーションⅡＡ 1 ◎

コミュニケーションⅡＢ 1 ◎

コミュニケーションⅢＡ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢＢ 1 ○ ○

コミュニケーションⅢＣ 1 ○ ○

2 （注４） 2 選択必修 ○

2 自然科学領域以外から （注５） 1又は２ 選択必修 ○ ○ ○ ○

健康スポーツ科目 2 1又は２ 選択必修 ○ ○

微分積分学Ⅰ 2 ◎

微分積分学Ⅱ 2 ◎

線形代数学Ⅰ 2 ◎

線形代数学Ⅱ 2 ◎

一般力学Ⅰ 2 ◎

一般力学Ⅱ 2 ◎

物理学実験 1 ◎

数学演習Ⅰ 1 ○

数学演習Ⅱ 1 ○

生物学実験 1 ○

基礎電磁気学 2 ○

48

第　三　類　（化学・バイオ・プロセス系）

△自由選択（いずれかで履修）

科　目　区　分
要修得
単位数

授 業 科 目 等 単位数 履修区分 

履　修　年　次　（注１） 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

教
養
コ
ア
科
目

教　養　ゼ　ミ

平　和　科　目

パッケージ別科目

共
　
通
　
科
　
目

外
国
語
科
目

英語
(注２・３)

コミュニケーショ
ン基礎

(0) 自由選択

コミュニケーショ
ンⅠ

2 必修

コミュニケーショ
ンⅡ

2 必修

コミュニケーショ
ンⅢ

2
選択必修

上記３科目から２科目
初修外国語
（ドイツ語，フランス語，ス
ペイン語，ロシア語，中
国語，韓国語，アラビア
語のうちから１言語選
択）

2 ベーシック外国語Ⅰから
２科目

1 選択必修 ○

情　報　科　目

領　域　科　目

基　盤　科　目

13 必修

3 選択必修

自由選択科目 8 すべての領域科目及び基
盤科目の中から（注６）

自由選択 △

卒 業 要 件 単 位 数

注１：履修年次に記載の◎，○，△のセメスターで単位を修得できなかった場合は，これ以降のセメスターで受講できる。なお，授業科目により実

際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注２：「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修により修得した単位は，卒業に必要な単位に含めること

はできない。ただし，海外語学研修については，事前の申請によりコミュニケーションI，II，IIIとして単位認定が可能である。詳細については，

△ △ △

学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注３：外国語技能検定試験による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項を参照すること。

注４：１セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合のみ，２セメスター開設の「情報

活用演習」を履修することができる。

注５：自然科学領域以外の領域から履修すること。なお，コミュニケーション基礎の履修により修得した単位を算入することができる。

注６：自由選択科目として，基盤科目の「応用化学概論」，「化学工学概論」，「バイオテクノロジー概論」の受講が望ましい。

kyoiku-prog
テキストボックス
別紙１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

前 後 前 後 前 後 前 後

K71160 無機化学 2 ◎ 2
K71170 専門有機化学I 2 ◎ 2
K71070 有機化学演習 1 ◎ 2
K71080 物理化学演習 1 ◎ 2
K71180 専門有機化学II 2 ◎ 2
K71120 物理化学II 2 ◎ 2
K71130 化学実験I 4 ◎ 12
K71140 化学実験II 4 ◎ 12
K71190 専門有機化学III 2 ◎ 2
K71200 量子化学Ⅰ 2 ◎ 2
K71210 量子化学Ⅱ 2 ◎ 2
K71110 理論有機化学 2 ○ 2
K71220 量子化学Ⅲ 2 ○ 2
K71520 反応速度論 2 ○ 2
K71580 錯体化学 2 ○ 2
K71680 有機構造解析 2 ○ 2
K71700 情報科学 2 ◎ 2
K71710 触媒化学 2 ○ 2
K71100 高分子合成化学 2 ◎ 2
K71040 物理化学III 2 ○ 2
K71550 電気化学 2 2
K71560 固体化学 2 ○ 2
K71590 無機工業化学 1 1
K71600 高分子工業化学 2 2

基礎生物科学 K73520 生物有機化学 2 2
化学工学応用 K75640 化学工学演習Ⅰ 2 4
化学工学基礎 K75100 基礎化学工学 2 2

K76000 グリーンテクノロジー 2 2
K76010 再資源工学 2 2
K71900 技術と倫理 2 ◎ 2
K99980 卒業論文 5 ◎

応
用
化
学

材
料
化
学

環境化学工学

備　考第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

基
礎
化
学

第三類　　専門科目
（応用化学プログラム　応用化学課程）　

◎必　　修

○選択必修
専
門
細
目

分
野

科目
コード

授　業　科　目
単
位
数

履
修
指
定

毎　週　授　業　時　数



◎　必　修

前 後 前 後 前 後 前 後

K02010 応用数学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 2

K02020 応用数学Ⅱ 2 ◎ ◎ ◎ 2

K02030 応用数学Ⅲ 2 2

K02080 確率・統計 2 2

K02730 技術英語演習 1 ◎ ◎ ◎ 2

K02740 環境科学基礎論 2 2

K70010 化学工学量論 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70200 基礎有機化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70210 基礎有機化学Ⅱ 2 2

K70060 物理化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70080 生物化学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70100 基礎化学実験 4 ◎ ◎ ◎ 12

K70220 基礎無機化学 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70170 分析化学 2 ◎ ◎ ◎ 2

K70230 基礎生命科学 2 2

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

第三類　　専門基礎科目

科目
コード

授　業　科　目
単
位
数

履修指定 毎　週　授　業　時　数

備　考
応
用
化
学

化
学
工
学

発
酵
工
学



応用化学プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)
教養教育と専門教育における幅広い基礎
知識および化学に関する専門基礎知識

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学に
関する専門基礎知識を修得し，説明することができる．

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学
に関する専門基礎知識を修得している．

教養教育と専門教育における幅広い基礎知識および化学に
関する専門基礎知識の概要を修得している．

(2) 応用化学に関する高度な専門知識
応用化学に関する高度な専門知識を修得し，説明することが
できる。

応用化学に関する高度な専門知識を修得している。
応用化学に関する高度な専門知識の概要を修得してい
る。

(3)
基礎および専門知識に裏付けられた論
理的思考に基づく構想力

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づく
構想力を修得し，説明することができる．

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づ
く構想力を修得している．

基礎および専門知識に裏付けられた論理的思考に基づく
構想力の概要を修得している．

(1)
技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、
社会に貢献するために研究者・技術者の
責任をはたすことができるような資質

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献する
ために研究者・技術者の責任をはたすことができるような資質
を修得し，説明することができる．

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献す
るために研究者・技術者の責任をはたすことができるような
資質を修得している．

技術と技術が社会に及ぼす効果を理解し、社会に貢献するた
めに研究者・技術者の責任をはたすことができるような資質の
概要を修得している．

(2)
技術の経済性・安全性・信頼性といっ
た部分に関する知識とそれを地球的な
視点から活用していく判断能力

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識と
それを地球的な視点から活用していく判断能力を修得し，説
明することができる．

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識
とそれを地球的な視点から活用していく判断能力を修得し
ている．

技術の経済性・安全性・信頼性といった部分に関する知識と
それを地球的な視点から活用していく判断能力の概要を修得
している．

(3)
修得した知識・技術を活用して応用化
学に関する多様な問題を解決できるよ
うなクリエーティブな発想力

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様な
問題を解決できるようなクリエーティブな発想力を修得
し，説明することができる．

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様
な問題を解決できるようなクリエーティブな発想力を
修得している．

修得した知識・技術を活用して応用化学に関する多様な
問題を解決できるようなクリエーティブな発想力の概要
を修得している．

(4)
研究者・技術者として問題解決のための能
力を発揮できるような社会的に認められる
倫理感，研究・開発のデザイン能力

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮できるよ
うな社会的に認められる倫理感，研究・開発のデザイン能力
を修得し，説明することができる．

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮で
きるような社会的に認められる倫理感，研究・開発の
デザイン能力を修得している．

研究者・技術者として問題解決のための能力を発揮でき
るような社会的に認められる倫理感，研究・開発のデザ
イン能力の概要を修得している．

(1) 自主的，継続的な学習能力
自主的，継続的な学習能力を修得し，説明することがで
きる．

自主的，継続的な学習能力を修得している． 自主的，継続的な学習能力の概要を修得している．

(2)

情報収集，技術の向上，研究方法の改
善，研究結果および成果の解析・理解
などに関して，自立した研究者あるい
は技術者としてみずから工夫して積極
的に取り組み，問題解決への多面的な
アプローチを図る姿勢

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果およ
び成果の解析・理解などに関して，自立した研究者ある
いは技術者としてみずから工夫して積極的に取り組み，
問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢を修得し，
説明することができる．

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果お
よび成果の解析・理解などに関して，自立した研究者
あるいは技術者としてみずから工夫して積極的に取り
組み，問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢を
修得している．

情報収集，技術の向上，研究方法の改善，研究結果およ
び成果の解析・理解などに関して，自立した研究者ある
いは技術者としてみずから工夫して積極的に取り組み，
問題解決への多面的なアプローチを図る姿勢の概要を修
得している．

(3)
日本語による論理的な記述・発表・討
論能力

日本語による論理的な記述・発表・討論能力を修得し，
説明することができる。

日本語による論理的な記述・発表・討論能力を修得し
ている。

日本語による論理的な記述・発表・討論能力の概要を修
得している。

(4)
国際的視野で情報を収集・発信できる
能力

国際的視野で情報を収集・発信できる能力を修得し，説
明することができる。

国際的視野で情報を収集・発信できる能力を修得して
いる。

国際的視野で情報を収集・発信できる能力の概要を修得
している。

(5)
地球的な視点から問題を取り扱うため
の国際的センス

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センスを
修得し，説明することができる。

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センス
を修得している。

地球的な視点から問題を取り扱うための国際的センスの
概要を修得している。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質

と背景を広い視野から洞察することのできる視座の確立，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合するとともに，既成

の枠を超えた学際的・総合的研究を開拓し推進する能力を養成する。 



評価項目と授業科目との関係

(2) (3)
科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ 5 1 5 1 5 1 10 1 10 1 10 1 15 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

教養教育科目 平和科目 2 選択 1セメ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

教養教育科目 パッケージ別科目 6 選択 1セメ 20 1 5 1 20 1 10 1 10 1 10 1 15 1 10 1 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＡ 1 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅠＢ 1 必修 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＡ 1 必修 2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅡＢ 1 必修 2セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅢＡ 1 選択 3セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅢＢ 1 選択 3セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 コミュニケーションⅢＣ 1 選択 3セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 選択 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 ベーシック外国語Ⅰ 1 選択 1セメ 50 1 50 1 100

教養教育科目 情報科目 2 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 2 選択 1セメ 20 1 20 1 20 1 20 1 20 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 微分積分学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 線形代数学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅰ 2 必修 1セメ 100 1 100

教養教育科目 一般力学Ⅱ 2 必修 2セメ 100 1 100

教養教育科目 物理学実験 1 必修 3セメ 80 1 10 1 10 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅰ 1 選択 1セメ 100 1 100

教養教育科目 数学演習Ⅱ 1 選択 2セメ 100 1 100

教養教育科目 生物学実験 1 選択 2セメ 100 1 100

教養教育科目 基礎電磁気学 2 選択 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅰ 2 必修 2セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅱ 2 必修 3セメ 100 1 100

専門教育科目 応用数学Ⅲ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門教育科目 確率・統計 2 選択 5セメ 100 1 100

別紙３

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(1) (2)
総合的な力 科目中

の評価
項目の
総加重
値

(3)
能力・技能

(4) (5)(3)
知識・理解知識・理解

(2)(1) (2)(4)(1)



(2) (3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択 開設期

評　価　項　目

(1) (2)
総合的な力 科目中

の評価
項目の

(3)
能力・技能

(4) (5)(3)
知識・理解知識・理解

(2)(1) (2)(4)(1)

専門教育科目 技術英語演習 1 必修 4セメ 100 1 100

専門教育科目 環境科学基礎論 2 選択 3セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 化学工学量論 2 必修 3セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 基礎有機化学Ⅰ 2 必修 1セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 基礎有機化学Ⅱ 2 選択 2セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 物理化学Ⅰ 2 必修 3セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 生物化学Ⅰ 2 必修 3セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 基礎化学実験 4 必修 4セメ 20 1 20 1 20 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 基礎無機化学 2 必修 1セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 分析化学 2 必修 3セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 基礎生命科学 2 選択 2セメ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 無機化学 2 必修 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 専門有機化学I 2 必修 4セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 有機化学演習 1 必修 6セメ 20 1 20 1 20 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 物理化学演習 1 必修 6セメ 20 1 20 1 20 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 専門有機化学II 2 必修 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 物理化学II 2 必修 4セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 化学実験I 4 必修 5セメ 20 1 20 1 20 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 化学実験II 4 必修 6セメ 20 1 20 1 20 1 10 1 10 1 10 1 10 1 100

専門教育科目 専門有機化学III 2 必修 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 量子化学Ⅰ 2 必修 4セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 量子化学Ⅱ 2 必修 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 理論有機化学 2 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 量子化学Ⅲ 2 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 反応速度論 2 選択 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 錯体化学 2 選択 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 有機構造解析 2 選択 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 情報科学 2 必修 4セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 触媒化学 2 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 高分子合成化学 2 必修 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 物理化学III 2 選択 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 電気化学 2 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 固体化学 2 選択 5セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 無機工業化学 1 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 高分子工業化学 2 選択 6セメ 40 1 40 1 20 1 100

専門教育科目 生物有機化学 2 選択 5セメ 40 1 20 1 40 1 100



(2) (3)
科目区分 授業科目名 単位数

必修・
選択 開設期

評　価　項　目

(1) (2)
総合的な力 科目中

の評価
項目の

(3)
能力・技能

(4) (5)(3)
知識・理解知識・理解

(2)(1) (2)(4)(1)

専門教育科目 化学工学演習Ⅰ 2 選択 4セメ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 基礎化学工学 2 選択 4セメ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 グリーンテクノロジー 2 選択 6セメ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 再資源工学 2 選択 6セメ 40 1 20 1 40 1 100

専門教育科目 技術と倫理 2 必修 7セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 卒業論文 5 必修 7,8セメ 15 1 10 1 5 1 20 1 20 1 10 1 5 1 5 1 5 1 5 1 100



別紙４
応用化学プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教養ゼミ   （◎） 微分積分学Ⅱ（◎） 物理学実験 （◎） 基礎化学実験（◎） 無機化学（◎） 専門有機化学III（◎）
パッケージ別科目（△）線形代数学II （◎） 応用数学II（◎） 専門有機化学I（◎） 専門有機化学II（◎） 化学実験II（◎）
情報科目（△） 一般力学II （◎） 化学工学量論（◎） 物理化学II（◎） 量子化学Ⅱ（◎） 物理化学演習（◎）
微分積分学Ⅰ （◎） 数学演習II（△） 物理化学Ⅰ（◎） 量子化学Ⅰ （◎） 高分子合成化学（◎） 有機化学演習（◎）
線形代数学Ⅰ （◎） 生物学実験（△） 生物化学Ⅰ（◎） 情報科学 （◎） 化学実験I（◎） 理論有機化学（○）
一般力学Ⅰ （◎） 基礎電磁気学（△） 分析化学（◎） 反応速度論（○） 量子化学Ⅲ（○）
数学演習Ⅰ（△） 応用数学Ⅰ（◎） 環境科学基礎論（○） 錯体化学（○） 触媒化学（○）
基礎有機化学Ⅰ（◎） 基礎有機化学II（○） 有機構造解析（○）
基礎無機化学（◎） 基礎生命科学（○） 物理化学III（○）

固体化学（○）
基礎有機化学Ⅰ（◎） 基礎有機化学II（○） 物理化学Ⅰ（◎） 専門有機化学I（◎） 無機化学（◎） 専門有機化学III（◎） 卒業論文（◎） 卒業論文（◎）
基礎無機化学（◎） 分析化学（◎） 物理化学II（◎） 専門有機化学II（◎）

量子化学Ⅰ （◎） 量子化学Ⅱ（◎）

高分子合成化学（◎）

基礎有機化学Ⅰ（◎） 基礎有機化学II（○） 物理化学Ⅰ（◎） 専門有機化学I（◎） 無機化学（◎） 専門有機化学III（◎）
基礎無機化学（◎） 生物化学Ⅰ（◎） 物理化学II（◎） 専門有機化学II（◎）

化学工学量論（◎） 量子化学Ⅰ （◎） 量子化学Ⅱ（◎）
分析化学（◎） 高分子合成化学（◎）

教養ゼミ   （◎） パッケージ別科目（△） 基礎化学実験（◎） 技術と倫理（◎） 卒業論文（◎）
パッケージ別科目（△）

教養ゼミ   （◎） パッケージ別科目（△） 基礎化学実験（◎） 技術と倫理（◎） 卒業論文（◎）
パッケージ別科目（△）

教養ゼミ   （◎） パッケージ別科目（△） 化学実験I（◎） 化学実験II（◎） 卒業論文（◎）
パッケージ別科目（△） 物理化学演習（◎）

有機化学演習（◎）

パッケージ別科目（△）パッケージ別科目（△） 卒業論文（◎）研究者・技術者として
問題解決のための能
力を発揮できるような
社会的に認められる
倫理感，研究・開発の
デザイン能力

３年 ４年学習の成果

評価項目

１年 ２年

技術と技術が社会に
及ぼす効果を理解
し、社会に貢献するた
めに研究者・技術者
の責任をはたすこと
ができるような資質
技術の経済性・安全
性・信頼性といった部
分に関する知識とそ
れを地球的な視点か
ら活用していく判断能
力

教養教育と専門教育
における幅広い基礎
知識および化学に関
する専門基礎知識

修得した知識・技術を
活用して応用化学に
関する多様な問題を
解決できるようなクリ
エーティブな発想力

能
力
・
技
能

応用化学に関する高
度な専門知識

基礎および専門知識
に裏付けられた論理
的思考に基づく構想

力

知
識
・
理
解



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

３年 ４年学習の成果

評価項目

１年 ２年

教養ゼミ   （◎） 領域科目（△） 物理学実験 （◎） 基礎化学実験（◎） 化学実験I（◎） 化学実験II（◎） 卒業論文（◎）
平和科目（◎） 物理化学演習（◎）
領域科目（△） 有機化学演習（◎）
教養ゼミ   （◎） 領域科目（△） 物理学実験 （◎） 基礎化学実験（◎） 化学実験I（◎） 化学実験II（◎） 卒業論文（◎）
平和科目（◎） 物理化学演習（◎）
領域科目（△） 有機化学演習（◎）
教養ゼミ   （◎） 領域科目（△） 卒業論文（◎）
平和科目（◎）
領域科目（△）
コミュニケーションⅠＡ（◎） コミュニケーションIIＡ（◎） コミュニケーションⅢＡ（△） 技術英語演習（◎） 卒業論文（◎）
コミュニケーションⅠB（◎） コミュニケーションIIB（◎） コミュニケーションⅢB（△）

ベーシック外国語Ⅰ（△） コミュニケーションⅢC（△）

教養ゼミ   （◎） 領域科目（△） 卒業論文（◎）
平和科目（◎）
領域科目（△）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

　※ターム科目の区別は，科目名の前に記載する。
第１ターム：１T 第２ターム：２T 第３ターム：３T 第４ターム：４T

　　　（例）第１ターム開講の科目　　→　　（１T）コミュニケーション1

自主的，継続的な学
習能力

情報収集，技術の向
上，研究方法の改
善，研究結果および
成果の解析・理解な

日本語による論理的
な記述・発表・討論能
力

国際的視野で情報を
収集・発信できる能力

地球的な視点から問
題を取り扱うための
国際的センス

総
合
的
な
力



 

別紙５ 
担 当 教 員 リ ス ト  

 
教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

大下 浄冶 教授 7743 工学部 A4-332 jo@hiroshima-u.ac.jp 

大山 陽介 准教授 7689 工学部 A4-342 yooyama@hiroshima-u.ac.jp 

塩野 毅 教授 7730 工学部 A4-422 tshiono@hiroshima-u.ac.jp 

中山 祐正 准教授 7746 工学部 A4-411 yuushou@hiroshima-u.ac.jp 

田中 亮 助教 7729 工学部 A4-412 rytanaka@hiroshima-u.ac.jp 

池田 篤志 教授 7734 工学部 A4-431 aikeda@hiroshima-u.ac.jp 

杉川 幸太 助教 7732 工学部 A4-434  sugikawai@hiroshima-u.ac.jp 

高木 謙 教授 7744 工学部 A4-523b ktakaki@hiroshima-u.ac.jp 

吉田 拡人 准教授 7724 工学部 A4-522 yhiroto@hiroshima-u.ac.jp 

米山 公啓 助教 7747 工学部 A4-425 kkome@hiroshima-u.ac.jp 

早川 慎二郎 教授 7609 工学部 A4-743 hayakawa@hiroshima-u.ac.jp 

播磨 裕 教授 6534 工学部 A4-623 harima@mls.ias.hiroshima-u.ac.jp 

今榮 一郎 准教授 7688 工学部 A4-612 imae@hiroshima-u.ac.jp 

駒口 健治 准教授 7735 工学部 A4-614 okoma@hiroshima-u.ac.jp 

犬丸 啓 教授 7741 工学部 A4-533 inumaru@hiroshima-u.ac.jp 

片桐 清文 准教授 4555 工学部 A4-544 kktgr@hiroshima-u.ac.jp 

平成２７年度以降生対象 



 

福岡 宏 助教 7742 工学部 A4-542 hfukuoka@hiroshima-u.ac.jp 

佐野 庸治 教授 7607 工学部 A4-641 tsano@hiroshima-u.ac.jp 

定金 正洋 准教授 4456 工学部 A4-631 sadakane09@hiroshima-u.ac.jp 

 
  

 
 

 
  

  

 
  

  

 
  

  

 
  

  

 
  

  

※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 
 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 
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